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からいもがもっと好きになる。
11月12日、「からいもフェスティバル in おおづ」が
本田技研工業㈱熊本製作所の総合グラウンドで開催
されました。町内外から約 1万2,000人が参加しまし
た。今年も町の秋を彩る祭りの魅力をお伝えします。

第33回
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菓
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よ
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よ
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。

1からいもフェスティバル限定のパネルで記
念撮影2大津町食生活改善推進員協議会によ
る展示では本物の野菜を使って1日に必要な
野菜の重量当てクイズを実施3肥後大津民芸
造花保存会による梅の造花の体験会では枝に
花びらを付ける体験ができました4会場の皆
さんとからいもくん体操をして体をリフレッ
シュ5JA菊池甘藷部会の紅

べに
はるか詰め放題。

袋いっぱいに詰め込みます6芋天やからいも
汁など、からいものグルメを楽しました。
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